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約４００ｋｍ

①

②

東海第二発電所

女川原子力発電所

浜岡原子力発電所

福島第一・第二
原子力発電所

×震央

東京

東北地方太平洋沖地震について

地震の概要
（３月１３日１８時３０分気象庁発表資料参照）

【発生日時】平成２３年３月１１日（金）午後２時４６分

【地震諸元】（気象庁 暫定値）
地震規模：マグニチュード９．０

（震央位置）三陸沖
(牡鹿半島の東南東、約１３０ｋｍ付近）

（震源深さ）約２４ｋｍ

◆主な観測点での津波の高さ
（４月５日気象庁発表資料参照）

<痕跡等から推定した津波の高さ>

① 相馬 （福島県）： ８．９ｍ
② 大船渡（岩手県）：１１．８ｍ

静岡県の地震の状況
（３月１１日１５時０１分気象庁発表資料参照）

御前崎市 震度３
牧之原市 震度４
掛川市 震度３
菊川市 震度３



１．福島第一原子力発電所の状況
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【止める】
地震加速度大により
制御棒が自動挿入された。

排気筒

原子炉
隔離
冷却系
ポンプ

圧力制御室

直流電源
（蓄電池）

外部電源

非常用
炉心冷却系

海水系ポンプ

○

○
○

○

○

圧力抑制室
冷却用ポンプ

非常用ディーゼル
発電機
○

×電源喪失

原子炉
圧力容器

原子炉格納容器

燃料プール

福島第一原子力発電所の状況
～地震発生直後～

【冷やす】
原子炉隔離冷却系により原子炉へ注水した。
（非常用炉心冷却系は待機）
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排気筒

圧力制御室

直流電源
（蓄電池）

外部電源

非常用
炉心冷却系

海水系ポンプ

○

○

圧力抑制室
冷却用ポンプ

原子炉
圧力容器

原子炉格納容器

燃料プール

×電源喪失

非常用ディーゼル
発電機

×

×
×
×

【冷やす】
原子炉隔離冷却系により原子炉へ注水した。
なお、全交流電源喪失により、非常用炉心冷
却系による冷却ができなくなった。

②電源喪失により使用できず

①津波により故障

福島第一原子力発電所の状況
～津波来襲後～

原子炉
隔離
冷却系
ポンプ
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排気筒

原子炉
隔離
冷却系
ポンプ

圧力制御室

直流電源
（蓄電池）

外部電源

非常用
炉心冷却系

海水系ポンプ
圧力抑制室
冷却用ポンプ

原子炉
圧力容器

原子炉格納容器

燃料プール

非常用ディーゼル
発電機

×

× ×

②電源喪失により使用できず

×

③直流電源がなくなり停止

８時間後枯渇

×

×

×電源喪失

①津波により故障

福島第一原子力発電所の状況
～直流電源枯渇後（設計：８時間経過）～



© 2011 Chubu Electric Power Co., Inc. All rights reserved. 6

東京電力（株）福島第一原子力発電所の事故の推移

止める 冷やす 閉じ込める

全交流電源
喪失(①と②により)

原子炉隔離冷却系
機能喪失

除熱
機能喪失

使用済燃料ﾌﾟｰﾙ
冷却（注水）不能

使用済燃料損傷

原子炉建屋（原子炉格納容器一部）
破 損

原子炉未臨界

津 波 襲 来

地 震 発 生

①外部電源喪失制御棒全挿入

非常用ディーゼル
発電機 起動

②非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ
発電機機能喪失

海水系
機能喪失

直流電源喪失
（蓄電池枯渇）

全交流電源喪失
約８時間後

水素発生

炉心損傷

水素発生

原子炉隔離冷却系
機能 あり

除熱機能 あり
（海水系、非常用炉心冷却系）

ベント遅延

代替注水
実施できず

代替注水
実施できず
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福島第一、第二原子力発電所の状況

※ ： ４月１日 東京電力（株）公表（暫定値）
観測地震動の数値は、最大加速度値／基準地震動Ｓｓに対する最大応答加速度値を示す。

号機 観測地震動

※

止める

冷やす

閉じ込める 現 状外部電源

受電

非常用

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ

発電機運転

海水ﾎﾟﾝﾌﾟ

運転

１号機 ４６０／４８７ 自動停止 × × × × 建屋破損 事 故

２号機 ５５０／４３８ 自動停止 × × × × 建屋破損

（格納容器の損壊）
事 故

３号機 ５０７／４４１ 自動停止 × × × × 建屋破損 事 故

４号機 ３１９／４４５ 定期検査中 × × × × 建屋破損 事 故

５号機 ５４８／４５２ 定期検査中 ×→○ × ×→○

（修理後可）
○ 機能維持 冷温停止

６号機 ４４４／４４８ 定期検査中 ×→○ ○

（１台）

×→○

（修理後可）
○ 機能維持 冷温停止

１号機 ３０５／５１２ 自動停止 ○ ○ ×→○

（修理後可）
○ 機能維持 冷温停止

２号機 ２４３／４２８ 自動停止 ○ ○ ×→○

（修理後可）
○ 機能維持 冷温停止

３号機 ２７７／４２８ 自動停止 ○ ○ ×→○

（修理後可）
○ 機能維持 冷温停止

４号機 ２８８／５０４ 自動停止 ○ ○ ×→○

（修理後可）
○ 機能維持 冷温停止

福

島

第

一

福

島

第

二
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◆福島第一原子力発電所 １号機（概要図）

福島第一・第二原子力発電所の概略断面図

基準水位
※1 O.P.０ｍ

※1 O.P.とは、小名浜平均海面（福島第一，第二） ※2 原子炉設置許可に記載されている数値

◆福島第二原子力発電所 ４号機（概要図）

想定津波の水位※2
O.P.＋３．１２２ｍ

敷地の高さ
O.P.＋１０ｍ

タービン建屋 原子炉建屋 岩盤

取水路

想定津波の水位※2
O.P.＋３．７０５ｍ

敷地の高さ
O.P.＋１２ｍ

タービン建屋 原子炉建屋 岩盤

取水路

熱交換器建屋基準水位
※1 O.P.０ｍ

設置個所 台数

１号機 タービン建屋地下１階 ２台

２号機 タービン建屋地下１階，共用施設建屋１階 各１台

３号機 タービン建屋地下１階 ２台

４号機 タービン建屋地下１階，共用施設建屋１階 各１台

５号機 タービン建屋地下１階 ２台

６号機 原子炉建屋地下１階（２台），ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機建屋１階（１台） ３台

＜非常用ディーゼル発電機設置場所および台数：福島第一＞ ＜非常用ディーゼル発電機設置場所および台数：福島第二＞

設置個所 台数

１号機 原子炉建屋地下２階 ３台

２号機 原子炉建屋地下２階 ３台

３号機 原子炉建屋地下２階 ３台

４号機 原子炉建屋地下２階 ３台
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◆女川原子力発電所 ２号機（概要図）

女川原子力発電所の概略断面図

※1 O.P.とは、女川平均海面（女川）

※2 原子炉設置許可に記載されている数値

基準水位
※1 O.P.０ｍ

想定津波の水位※2
O.P.＋９．１ｍ

遡上

敷地の高さ
O.P.＋１４．８ｍ

タービン建屋

岩盤

海水ポンプ室

取水路

設置個所 台数

１号機 制御建屋 地下２階 ２台

２号機 原子炉建屋 １階 ３台

３号機 原子炉建屋 １階 ３台

＜非常用ディーゼル発電機設置場所および台数＞

原子炉建屋
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◆浜岡原子力発電所 ３号機（概要図）

浜岡原子力発電所の概略断面図

津波の水位※2
Ｔ．Ｐ．＋６ｍ基準水位

※1 Ｔ．Ｐ．０ｍ
取水塔 遡上

砂丘

（高）Ｔ．Ｐ．＋１０～１５ｍ
（幅）６０～８０ｍ 敷地の高さ

Ｔ．Ｐ．＋６ｍ

ディーゼル発電機の据付高さ
Ｔ．Ｐ．＋６ｍ

タービン建屋

原子炉建屋

岩盤

※1 T.P.とは、東京湾平均海面

※2 原子炉設置許可に記載されている数値

取水槽

設置個所 台数

１号機 原子炉建屋 １階 ２台

２号機 原子炉建屋 １階 ２台

３号機 原子炉建屋 １階 ３台

４号機 原子炉建屋 １階 ３台

５号機 原子炉建屋 １階 ３台

＜非常用ディーゼル発電機設置場所および台数＞



２．浜岡の津波に対する設計
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●南海トラフ沿いでは１００年から１５０年程度の間隔でマグニチュード８クラスのプレート間地震が
発生しており、地震の発生状況がよく知られています。

●浜岡原子力発電所は、想定東海地震はもとより、東海・東南海・南海地震の３連動とされる
1707年宝永地震や東海・東南海の２連動とされる1854年安政東海地震にさらに余裕を考慮（６００ガ

ル ）して耐震安全性を確保しています。

●地域のみなさまにより安心していただけるよう、目標地震動（岩盤上で約１，０００ガル）を自主的に
設定し、３～５号機に対して耐震裕度向上工事を実施しました。

浜岡原子力発電所の耐震安全性について

※

※ 新耐震設計審査指針に照らした耐震安全性評価においては基準地震動Ｓｓ８００ガル
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浜岡原子力発電所の津波に対する評価

３連動の1707年宝永地震津波も踏まえても、
1854年安政東海地震津波（痕跡高：約６ｍ）が
敷地に最も影響を与えたと考えられる

安政東海地震の震源域である想定東海・東南
海地震について、不確かさを考慮した数値シミ
ュレーションを実施

■近地津波
・684年、887年、1096年の地震津波

・1498年明応地震津波（東海・東南海）

・1605年慶長地震津波（東南海）

・1707年宝永地震津波（東海・東南海・南海）

・1854年安政東海地震津波（東海・東南海）

・1944年東南海地震津波（東南海） 他

■遠地津波
・1952年カムチャッカ地震津波

・1960年チリ地震津波 他

■海域活断層による津波
・石花海海盆西縁の断層帯

・石花海堆の断層帯

・御前崎海脚西部の断層帯

・天竜海底谷に沿う断層

・遠州断層系 他

主な不確かさ
・セグメントの組み合わせ
・断層すべり量、すべり角
・海域活断層との連動
・アスペリティの考慮 など

津波高さ：８ｍ程度

※安政東海地震津波は、敷地周辺の詳細な痕跡高の
調査がなされており、その他の地震による津波に
対して、痕跡高は同程度またはそれ以上

浜岡原子力発電所

想定東海

想定東南海

想定南海

図 宝永地震の震源断層
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想定震源域の比較

福島第一、第二
原子力発電所

×震央

福島第一、第二原子力発電所において
Ｓｓに考慮している震源域 (M7.9)

浜岡原子力
発電所

想定南海地震の
震源域

想定東南海地震の
震源域

想定東海地震の
震源域

浜岡原子力発電所において
考慮している震源域（M8.7）

東北地方太平洋沖地震の
震源域

M9.0 210km×510km

（防災科学技術研究所モデル）

耐震バックチェックにおける
津波評価は検討中

耐震バックチェックでは３連動の1707年宝永地震津波を踏まえて
も津波の高さをＴ.Ｐ.＋８ｍ程度と評価

浜岡原子力発電所福島第一、第二原子力発電所
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浜岡原子力発電所の津波に対する安全性について

１号機

２号機
３号機 ４号機

５号機

Ｔ．Ｐ．＋５ｍ以上の砂丘等

Ｔ．Ｐ．＋１０ｍ以上の砂丘、背面の山等

発電所背面の山Ｔ．Ｐ．＋２０ｍ以上

敷地高Ｔ．Ｐ．＋６ｍのエリア

敷地高Ｔ．Ｐ．＋８ｍのエリア

凡例

Ｔ．Ｐ．＋１２ｍ以上の砂丘等

砂丘は、消波ブロックや植栽などで、高さも
幅もある堤防の役目をしており、津波を防護
する機能を有しています。

写真

写真

写真

T.P＋４．８～５．４ｍ

砂丘に関する耐震バックチェック審議では、
地震時の健全性評価、砂移動など津波影
響を考慮した健全性評価を実施しています。

T.P.－８．３～８．７ｍ
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津波時の取水槽への砂等流入に関する原子炉
機器冷却海水ポンプへの影響について

3号機の例

◆取水槽は、

①循環水ポンプ：

(97,200m3/h×3台)

②原子炉機器冷却海水ポンプ：

(  2,210m3/h×2台)

③高圧炉心スプレイ機器冷却海水ポンプ：

(     800m3/h×1台)

が同時に取水できるよう設計

◆津波時には①循環水ポンプは停止し、

②③のみの運転となる。

→取水量は通常の２％程度であり、

砂等が取水槽に流入したとしても

ポンプは取水可能

ポンプ室 スクリーン室
沈砂池

（スクリーン設備）

②原子炉機器
冷却海水ポンプ

①循環水ポンプ

取水槽（断面図）

③高圧炉心スプレイ機器冷却
海水ポンプ

約102m

約17m

取水槽（平面図）

開口部

約37m



３．福島の事象を踏まえた対策
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福島第一原子力発電所事故を踏まえた
緊急安全対策の実施について（原子力安全・保安院指示 ３月３０日）

項 目 緊急安全対策

完了時期 １ヶ月目途

目 標
（要求水準）

津波により「①全交流電源」、「②海水冷却機能」、「③使用済燃料貯蔵プール冷却機能」を
喪失したとしても、炉心損傷や使用済燃料破損の発生を防止し、放射性物質の放出を抑制し
つつ原子炉施設の冷却機能の回復を図る

具体的対策の
例

【設備の確保】
可搬式発電機の配備・・・（蓄電池の枯渇防止、原子炉や燃料プールへの注水維持）
可搬式動力ポンプの配備・・・（原子炉や燃料プールへの注水維持） 等

【手順書等の整備、対応訓練の実施】
上記の設備を利用した緊急対応の実施手順を整備し、手順に基づいた対応訓練の実施

原子力安全・保
安院の確認

緊急安全対策を盛り込んだ保安規定の厳格な審査
緊急安全対策の実施状況に対して検査等で厳格に確認

原子力安全・保安院は、今回の原子力災害の直接原因は、①緊急時の電源が確保できなかった
こと、②熱を最終的に放出する海水系施設、機能が喪失したこと、③使用済燃料貯蔵プールへ機
動的に冷却水が供給できなかったことであるとし、全原子力発電所に以下の緊急安全対策の実施
を指示するとともに、原子炉施設保安規定に同対策を盛り込むよう実用炉規則を改正しました。

浜岡原子力発電所における対応
・原子炉施設保安規定に緊急安全対策を盛り込み、本日、変更認可申請を実施しました。
・今後、緊急安全対策の実施結果、および当社独自に実施する裕度向上対策の内容について、
報告します。
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浜岡原子力発電所の対策の概要（緊急安全対策１／２）

止める 冷やす 閉じ込める

原子炉未臨界

地 震 発 生

外部電源喪失制御棒全挿入

非常用ディーゼル
発電機 起動

ベント
（炉心損傷前）

原子炉は継続的に
冷却・水位維持

使用済燃料プール
冷却・水位維持

除熱
機能喪失

使用済燃料プール
冷却・注水不能

代替注水

原子炉隔離冷却系
注 水

代替注水

①非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ
発電機の浸水防止

（原子炉圧力の低下）

②海水系機能の早期復旧

③直流電源の確保 ④原子炉隔離冷却系
の機能維持

⑤原子炉格納容器の
機能維持

⑥原子炉および
燃料ﾌﾟｰﾙへの
注水機能維持

【緊急安全対策（１ヶ月目途）】

■津波の浸水防止対策

－

■津波の浸入を想定した対策

①非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機の浸水防止

■緊急事態に備えた対策

②海水系機能の早期復旧

③直流電源の確保

④原子炉隔離冷却系の機能維持

⑤原子炉格納容器の機能維持

⑥原子炉および燃料プールへの注水機能維持

⑦緊急時対策訓練による対応能力の強化

非常用ディーゼル
発電機機能喪失

海水系
機能喪失

直流電源の確保
（蓄電池枯渇防止）

津 波 襲 来

全交流電源
喪 失

原子炉隔離冷却系
機能 あり

除熱機能 あり
（海水系、非常用炉心冷却系）
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浜岡原子力発電所の対策の概要（緊急安全対策２／２）

止める 冷やす 閉じ込める

外部電源
復 旧

原 子 炉
冷温停止

除 熱
機能復旧

非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ
発電機機能復旧

交流電源
復 旧

海 水 系
機能復旧
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浜岡原子力発電所の対策の概要（裕度向上対策１／２）

止める 冷やす 閉じ込める

原子炉未臨界

地 震 発 生

外部電源喪失制御棒全挿入

ベント
（炉心損傷前）

原子炉は継続的に
冷却・水位維持

使用済燃料プール
（水位維持）

除 熱
機能喪失

使用済燃料プール
冷却・注水不能

代替注水

原子炉隔離冷却系
注水（水位維持）

代替注水
（水位維持）

①津波浸水防止

②非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ
発電機の浸水防止

（原子炉圧力の低下）

③海水系ポンプの
浸水防止

④直流電源の確保

【裕度向上】

■津波浸水防止対策

①津波浸水防止

■津波浸水を想定した対策

②非常用ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機の浸水防止

③海水系ポンプの浸水防止

■緊急事態に備えた対策

④直流電源の確保

⑤災害対策用発電機の確保

⑥海水系機能の早期復旧

非常用ディーゼル
発電機機能喪失

津 波 襲 来

直流電源の確保
（蓄電池枯渇防止）

次頁へ

⑤災害対応用
発電機の確保

海水系
機能喪失

全交流電源
喪 失

⑥海水系機能
の早期復旧

非常用ディーゼル
発電機 起動

原子炉隔離冷却系
機能 あり

除熱機能 あり
（海水系、非常用炉心冷却系）
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浜岡原子力発電所の対策の概要（裕度向上対策２／２）

止める 冷やす 閉じ込める

原 子 炉
冷温停止

除 熱
機能復旧

⑦除熱機能の
予備品確保

【裕度向上】

■緊急事態に備えた対策

⑦除熱機能の予備品確保

⑧その他

災害対応用
発電機機能復旧

交流電源
復 旧

海 水 系
機能復旧

外部電源
復 旧

前頁より
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ま と め

○福島第一原子力発電所の今回の事故については、大変重
大なことと受けとめております。

○先ずは、福島第一原子力発電所の事象の収束が重要であ
り、当社としても最大限の支援をしてまいります。

○今後も情報収集に努め、適切な対応をすみやかに実施し
てまいります。

○今後とも、安全を最優先に浜岡原子力発電所を運転し、電
力の安定供給に努めてまいります。



今後も、地域のみなさまに信頼いただける

発電所を目指し、安全最優先、

発電所運営に関する透明性向上に

努めてまいります。



© 2011 Chubu Electric Power Co., Inc. All rights reserved. 25

資料集
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発電所西側の状況
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発電所前面の状況
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発電所東側の状況
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福島第一原子力発電所の事象を踏まえた浜岡での緊急安全対策（１）

■ 非常用ディーゼル発電機の浸水防止
■ 防水構造扉の健全性確認

【目的】

原子炉建屋内にある非常用ディーゼル発電機等への浸水を防止し、原子炉

等の冷却に必要な電源や機器を確保します。

【対応状況】

防水構造扉を点検し、健全性を確認しました。

防水構造の扉（閉の状態） 防水構造の扉（開の状態）
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■ 海水系機能の早期復旧
■ 海水系ポンプ電動機の予備品の確保

【目的】

海水系ポンプ電動機の被水による動作不能時間を短縮し、原子炉等の冷却
に必要な海水を確保します。

【対応状況】

海水系ポンプ電動機の予備品を確保します。

３，４号機用は確保しました。（５号機は全閉型）

海水系ポンプ
（４号機原子炉機器冷却海水系ポンプ）

電動機

福島第一原子力発電所の事象を踏まえた浜岡での緊急安全対策（２）
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■ 直流電源の確保
■ 可搬式発電機による蓄電池の枯渇防止およびポンプ電源確保
【目的】

全ての交流電源が使用できない場合においても、原子炉の冷却のため、原子炉隔離冷却系
やその監視系に必要な電源を供給します。また、原子炉または使用済燃料プールへ代替注水
するための電源を確保します。

【対応状況】

充電器への電力供給による蓄電池枯渇防止、原子炉隔離冷却系設備への電力供給による
原子炉への注入機能および計測機器等への電気供給による監視・制御機能を確保しました。

福島第一原子力発電所の事象を踏まえた浜岡での緊急安全対策（３）
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■ 原子炉隔離冷却系の機能維持
■ 可搬式動力ポンプ等による水源の確保

原子炉
圧力容器

原子炉
格納容器

原子炉建屋

圧力抑制室 圧力抑制室

タービンへ

原子炉隔離
冷却系ポンプ

【目的】

原子炉への注水を継続するため、原子炉隔離冷却系の水源を確保します。

【実施内容】

原子炉隔離冷却系の水源を圧力抑制室から水源タンクへ切り替えた際、水源タンクの水位を確保するため、
可搬型動力ポンプを用いて他のタンク（淡水）または取水槽（海水）を補給します。

取水槽
（海水）

水源タンク
（復水貯蔵タンク）

水源タンク
（淡水）

可搬式動力ポンプ

専用ホース

福島第一原子力発電所の事象を踏まえた浜岡での緊急安全対策（４）
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【目的】
交流電源が喪失し、空気作動式弁や電動駆動式弁の操作ができない場合に備え、圧力抑制室
のベント（圧力上昇緩和）に必要な弁を操作するための準備をおこないます。

【対応状況】
空気作動式弁駆動用の窒素ボンベを現場に配備し、また、電動駆動式弁の手動操作等の手順

を定めました。

■ 原子炉格納容器の機能維持

福島第一原子力発電所の事象を踏まえた浜岡での緊急安全対策（５）
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熱交換器 余熱除去系
熱交換器

余熱除去
ポンプ

機器冷却水
ポンプ

原子炉

制
御
棒

タービンへ

給水ポンプ
より

圧力抑制室

可搬式動力ポンプ
接続口

機器冷却水
海水ポンプ

水源
タンク

熱交換器

燃料プール

非常用消火
タンク

非常用消火
ポンプ

取水槽

←海へ

補給水系
ライン

補給水
ポンプ

余熱除去系
低圧注入ライン

■ 原子炉および燃料プールへの注水機能維持

福島第一原子力発電所の事象を踏まえた浜岡での緊急安全対策（６）
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■緊急時対策訓練の実施・強化

【目的】

対策の実施状況に応じた緊急時対策訓練を実施し、対応能力の一層の向上を
図ります。

【対応状況】

津波により、１号機から５号機が同時に被災したことを想定し、緊急安全対策と
して整備した手順書をもとに、可搬式発電機や可搬式動力ポンプの接続訓練等を
実施します。また、訓練をとおして要員数や対応に係る時間等を検証するとともに、
確認された改善事項についてもすみやかに対応してまいります。

なお、１回目の訓練は定期検査中の３号機を対象に、平成２３年３月２９日に実
施しました。

■ 緊急時対応訓練による対応能力の強化

福島第一原子力発電所の事象を踏まえた浜岡での緊急安全対策（７）
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■ 発電所海側（一部側面）への防波壁の設置
【目 的】

津波に対する裕度向上（発電所構内への津波の浸入防止）を図ります。

【実施内容】

発電所海側の砂丘背面および側面の一部に高さT.P.＋１２ｍ以上のコンクリート製の防波壁
を設置します。

平成２３年４月５日から準備工事を開始しました。

防波壁イメージ図

発電所敷地側 海 側

道路

防波壁
▼Ｔ．Ｐ．＋１２ｍ以上

砂丘

（高さT.P.+10～15m、幅60～80m）

【津波に対する裕度向上イメージ図】

■ 津波浸水防止

福島第一原子力発電所の事象を踏まえた浜岡での裕度向上対策（１）
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防水構造扉

■ 非常用ディーゼル発電機の浸水防止
■ 防水構造扉の信頼性強化

【目的】

原子炉建屋内にある非常用ディーゼル発電機等への浸水を防止し、原子炉

等の冷却に必要な電源や機器を確保します。

【実施内容】

水密扉の追加等、信頼性強化を図ります。

水密扉

右記の写真は、
非常用炉心冷却系ポンプ室の水密扉を示す。

福島第一原子力発電所の事象を踏まえた浜岡での裕度向上対策（２）
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■ 海水系ポンプの浸水防止
■ 海水系ポンプエリアへの防水壁設置

【目的】

屋外に設置された海水系ポンプへの浸水を防止し、原子炉等の冷却に必要な海水

を確保します。

【実施内容】

高さ約１．５ｍの金属製の板で周囲を囲みます。

平成２３年４月５日から設置工事を開始しました。

防水壁設置イメージ図

防水壁を周囲に設置

海水系ポンプ電動機

福島第一原子力発電所の事象を踏まえた浜岡での裕度向上対策（３）
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■ 予備蓄電池の確保

蓄電池

【目的】

外部電源および非常用ディーゼル発電機が使用できない状況に備え、原子炉
を冷却する系統（蓄電池使用）の使用時間を延長します。

【実施内容】

今後、バッテリーの必要数を確認し、予備の蓄電池を確保します。

■ 直流電源の確保

福島第一原子力発電所の事象を踏まえた浜岡での裕度向上対策（４）
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■ 災害対応用発電機の設置

【災害対応用発電機による給電イメージ図】

災害対応用
発電機

原子炉建屋

電源供給

ポンプ

電源盤

【目的】

外部電源および非常用ディーゼル発電機が使用できない状況に備え、非常用炉心
冷却系等の設備にすみやかに電源を供給します。

【実施内容】

災害対応用発電機を津波の影響がない発電所敷地内高台に設置します。

今後、災害対応用発電機から各負荷への電源供給も含め検討を実施します。

■ 災害対応用発電機の確保

福島第一原子力発電所の事象を踏まえた浜岡での裕度向上対策（５）
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■ 海水系ポンプ電動機の予備品の確保

【目的】

海水系ポンプ電動機の被水による動作不能時間を短縮し、原子炉等の冷却に
必要な海水を確保します。

【実施内容】

海水系ポンプ電動機の予備品として、５号機用の電動機を発注しました。

また、迅速な対応を図るため仮設水中ポンプを確保します。

■ 海水系機能の早期復旧

海水系ポンプ
（４号機原子炉機器冷却海水系ポンプ）

電動機

福島第一原子力発電所の事象を踏まえた浜岡での裕度向上対策（６）
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■ 除熱機能の予備品確保
■ 非常用炉心冷却系等の予備品の確保

【目的】

原子炉等を冷却するために必要な機器の故障に備え、必要な予備品を確保
することにより、原子炉等の冷却の長期間の喪失を防止します。

【実施内容】

非常用炉心冷却系、機器の冷却系、海水系等の機器について、必要な予備品
を確保します。

また、屋外に設置されている海水系ポンプについては、津波後の接近が困難
なことを想定し、代替用の水中ポンプを予備品として確保します。

福島第一原子力発電所の事象を踏まえた浜岡での裕度向上対策（７）
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■ 緊急時用資機材倉庫の設置

【目的】

前述の予備品を緊急時にすみやかに使用できるよう専用の倉庫に保管します。

【実施内容】

津波の影響を受けない発電所敷地内の高台に専用の倉庫を設置します。

■ その他

■ 被災後の早期の重機使用のための手段確保

【目的】

地震・津波来襲に伴い、がれきが発電所構内道路に散乱した場合においても
重機を使用し各建屋へのアクセス道路を確保します。

【実施内容】

緊急時における早期の重機使用のための手段を確保します。

福島第一原子力発電所の事象を踏まえた浜岡での裕度向上対策（８）
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発電所前面砂丘横断面図

・高さ T.P.+10～15m

・幅 60～80m

・消波ブロックや植栽などもあり、高さも幅もある堤防の役目をしている。

・地震時の健全性評価、砂移動など津波影響を考慮した健全性評価を

実施している。

消波ブロック

植栽


